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[はじめに] 

 浅間火山では 2000 年 9 月以降，顕著な地震活動と噴気量増大，火口底の高温化等の変化が観測されていた．

2003 年 2 月 6 日には，小規模ながら 13 年ぶりに噴火が発生して火口周辺に降灰が確認された．この後，同年 3月

と 4月にも，2月 6 日噴火と同程度かより小規模な噴火が 3度認識された（例えば杉浦・他，2003）． 

 これらの噴火は目立った前兆を伴わず，地殻変動や顕著な群発地震も発生しなかった点で，1970 年代以前ま

でに頻繁に発生していたマグマ噴火と異なる．一方で，浅間火山では地震発生回数の増大や火口底の高温化等，過

去 10 年程度と比較して様々な異常が観測されている．従って，今回の噴火がどのような機構で発生したのかを明

らかにすることは，浅間火山の現状を理解するために重要である． 

 噴火を記述する基本的なパラメータとして火山灰噴出量が挙げられる．しかし，今回の噴火による火山灰分

布は積雪の多い山体部に限られた．このため，十分な降灰量調査が行えず，噴出量等の詳細は明らかとなっていな

い．噴出量は噴煙高度から推定できる場合もあるが，今回の噴煙は比較的小規模なために周辺大気の影響を大きく

受けていると考えられ，不確定が大きい． 

 そこで，本研究では噴煙運動の解析から火山灰量の推定を試みた．噴煙は，気象庁が設置していた 2 台のカ

メラで明瞭に記録されており，運動を定量化することが可能である．このように明らかとなった噴煙運動の特徴を

簡単なモデルを用いることで解析する方法を提案する．さらに，噴出物調査と他の地球物理学的観測事実を用いて，

今回の噴火が発生した機構について考察を行う． 

[解析方法] 

 風向を考慮して，地形図や推定したカメラの画角を元に噴煙の 3 次元的な位置変化を定量化し，噴煙運動の

特徴を調べた． 

 解析に用いたモデルの概要は次の通りである．噴煙は球形で近似でき，火山灰と気体成分から構成され，気

体成分には状態方程式が成り立つこと，噴煙が Thermal に関する浮力と速度の関係（Scorer, 1957）に従うことを

仮定した．これらを元に，観測した噴煙半径 rにおいて噴煙平均温度 Tと火山灰質量 Mを変数として数値計算を行

い，観測した上昇速度を説明する Tと Mの組み合わせを求めた． 

 さらに，火口近傍において採取した噴出物の分析を行った．得られた噴出物の平均密度は数値計算に用い，

全岩化学組成は噴出機構に関する議論に用いた． 

[解析結果] 

 噴煙は 2つの塊 A・B が連続することで構成されていた．噴煙 Aは一様の薄茶色でほぼ球形の孤立した塊状で

あり，表面には渦が発達し，全体として渦和的な運動が見られる．噴煙は上昇とともに膨張したが，その外形はほ

ぼ相似形を保っていた．上昇時の噴煙半径は高さに対して線形に増加していた．これらの特徴は，実験や次元解析

から知られている典型的な Thermal の性質に一致する．また，画像から計測の結果，噴煙が最初に確認された海抜

2800m 付近における速度は 7m/s，半径は 60m と見積もられた．噴出物のみかけ密度は平均 2.5g/cm^3 であった． 

 これらの観測結果に基づき，噴煙 A を Thermal とみなして解析を行った．その結果，初期速度と半径を説明

するために，噴煙 Aに含まれる火山灰質量は最大で 230ton 前後と見積もられた．噴煙高度の比を用いることで，

Morton et al.,(1956)の関係から噴煙 Bは最大 70ton と見積もった．一方，全岩化学組成分析から，これらの噴火

で噴出した火山灰の化学組成は，浅間火山最新期の前掛期の代表的組成に一致することがわかった．新鮮なマグマ

が関与したと思われる証拠は見つからなかった． 

[考察] 

 今回の噴火の後，火口底には数 m程度，すなわち 100m^3 程度の新孔が形成されていた．この大きさは，本解

析で見積もられた火山灰量を体積に換算した値 120m^3 に概ね一致する．また，噴火に対応したと思われる微動の

震源は火口底付近と考えられている（小林・他，2003）．全岩化学組成からは，噴出物は浅間火山の最新期である

前掛期に属すことから，噴出物は火山体の比較的表層付近に存在していたと思われる．以上から，噴煙は火口底表

層付近で起きた爆発により表層部の岩石が吹き飛ばされることで形成されたと考えられる．このような爆発が起き

た理由のひとつとして，地下からの火山ガス供給が急に増大したことで，地表付近の既存の経路だけでは応答でき

ず，新しい孔を形成した可能性が考えられる． 


